
ラッピングバスを運行
全　旅

は
と
バ
ス
と
連
携

会
員
利
用
、予
約
も
上
々

１０
～
１２
月
の
秋
田
Ｄ
Ｃ

イ
ベ
ン
ト
列
車
運
行
Ｊ　　Ｒ
グループ

総取扱額

０．８
％
減
の
２８４４
億
円

国
内
旅
行
は
４．４
％
の
増
加

旅
の
魅
力
、楽
し
さ
伝
え
る

展示会の新企画が決定

シ
ニ
ア
向
け
き
っ
ぷ
発
売

Ｊ
Ｒ
西
日
本
　

内
容
見
直
し
、拡
充

ク
ル
ー
ズ
関
心
も

「
低
予
算
」を
希
望
ＨＩＳ
調　べ

７月分

会社名 国内旅行 海外旅行 外国人旅行 その他 総取扱額 ４月からの累計
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７月の販売概況

ジェイティービー欄はグループ全体の実績
ＫＮＴ－ＣＴホールディングス欄はグループ全体（ＫＮＴ／ＫＮＴＴ／ＫＮＴ北海道・東北・中国四国・九州）の実績

ジェイティービー

日本旅行

ＫＮＴ－ＣＴホール

ディングス

トップツアー

東武トラベル

名鉄観光サービス

京王観光

農協観光

読売旅行

西鉄旅行

日通旅行

阪急交通社

合　　　　計

三浦氏 毛利氏

　
旅
行
イ
ベ
ン
ト
欹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅

博
２
０
１
３
飮
で
の
展
示
会
の
申

込
出
展
者
数
は
昨
年
の
１
５
６
団

体
・
企
業
を
超
え
る
予
定
だ
盜
こ

の
数
は
こ
れ
ま
で
も
最
高
記
録
を

更
新
し
続
け
て
お
り
欷
烝
回
目
と

な
る
今
年
も
史
上
最
大
小
間
数
を

記
録
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
盜

　
な
か
で
も
日
本
エ
リ
ア
で
の
出

展
小
間
数
の
増
加
は
特
徴
的
だ
盜

小
間
数
は
本
格
的
に
訪
日
欷
国
内

旅
行
の
拡
充
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

で
飛
躍
的
に
増
加
し
欷
国
内
旅
行

業
界
の
各
団
体
欷
企
業
の
盛
り
上

が
り
が
感
じ
ら
れ
る
盜

　
一
般
日
の
９
月
炙
殳
炒
日
は
欷

新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
欹
Ｔ

Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
特
別
講
演
会
飮

を
実
施
す
る
盜
一
般
来
場
者
を
対

象
に
欷
旅
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
欷
炙
日

に
は
犢
歳
で
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に

成
功
し
注
目
を
集
め
た
三
浦
雄
一

郎
氏
を
欷
炒
日
に
は
二
度
の
宇
宙

飛
行
を
経
験
し
毛
利
衛
氏
を
講
演

者
と
し
て
迎
え
る
盜
欹
明
日
欷
す

ぐ
に
で
も
旅
に
行
き
た
く
な
る
よ

う
な
欷
旅
フ
櫟
ン
必
見
の
講
演
会
飮

と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
事
務
局
盜

　
ま
た
欷
来
場
者
の
満
足
度
向
上
欷

旅
行
市
場
の
活
性
化
と
需
要
喚
起

を
め
ざ
し
欷
欹
旅
博
市
場
歉
い
ち

ば
歐
飮
を
創
設
盜
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
市
場
を
イ
メ
欟
ジ
し
て
展
開
さ

れ
る
エ
リ
ア
で
欷
世
界
各
国
欷
日

本
各
地
の
食
が
楽
し
め
る
フ
欟
ド

コ
欟
ナ
欟
を
設
置
す
る
ほ
か
欷
現

地
で
し
か
入
手
で
き
な
い
全
国
各

地
の
地
産
・
特
産
品
や
ト
ラ
ベ
ル

グ
蘖
ズ
欷
旅
行
ツ
ア
欟
な
ど
も
販

売
し
て
い
く
盜

　
な
か
で
も
欹
旅
行
ツ
ア
欟
商
品

販
売
コ
欟
ナ
欟
飮
は
欷
展
示
会
で

旅
の
情
報
収
集
を
し
た
来
場
者
に

対
し
欷
ツ
ア
欟
商
品
の
検
討
欷
予

約
欷
購
入
ま
で
の
サ
欟
ビ
ス
を
提

供
す
る
盜
旅
行
会
社
の
訴
求
力
向

上
も
狙
い
と
し
て
い
る
盜
　

　
さ
ら
に
旅
博
市
場
内
で
は
欷
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
活
動
が

続
く
東
北
の
支
援
企
画
と
し
て

欹
東
北
復
興
市
飮
も
展
開
盜
東
北

の
名
産
・
特
産
品
を
一
堂
に
集
め

て
販
売
す
る
欹
東
北
限
定
・
お
土

産
販
売
コ
欟
ナ
欟
飮
の
ほ
か
欷
昨

年
度
に
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博

社
会
貢
献
委
員
会
の
企
画
運
営
に

よ
る
欹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
東
北
復
興
支
援

チ
櫺
リ
テ
檪
欟
・
オ
欟
ク
シ
欖
ン
飮

も
行
う
盜
現
在
欷
出
展
者
を
は
じ

め
と
し
た
業
界
企
業
・
団
体
へ
欷

オ
欟
ク
シ
欖
ン
へ
の
商
品
寄
贈
を

呼
び
か
け
て
い
る
と
い
う
盜

（３） 第２７１８号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）９月７日（土曜日）

ラッピングバスを前にあいさつする二階会長

　
◎
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
人
事

歉
８
月
煥
日
付
歐

　
取
締
役
旅
行
営
業
本
部
長

歉
専
務
取
締
役
旅
行
営
業
本

部
長
歐
水
村
祐
一
‖
東
武
ト

ラ
ベ
ル
社
外
取
締
役
兼
任
▽

取
締
役
経
営
管
理
本
部
長

歉
常
務
取
締
役
経
営
管
理
本

部
長
歐
長
島
岩
夫
▽
取
締
役

歉
東
武
鉄
道
グ
ル
欟
プ
事
業

部
部
長
歐
福
水
正
徳
‖
同
▽

取
締
役
歉
東
武
鉄
道
経
営
企

画
部
課
長
歐
額
賀
政
美
‖
同

▽
社
外
取
締
役
竹
内
章
夫
‖

東
武
ト
ラ
ベ
ル
取
締
役
兼
任

▽
監
査
役
松
崎
正
昭
‖
再
任

▽
社
外
監
査
役
中
嶋
直
孝
‖

東
武
鉄
道
監
査
役
兼
任
▽
同

吉
田
修
平
‖
東
武
ト
ラ
ベ
ル

監
査
役
兼
任

高
速
道
開
通
炳
年

記
念
パ
ス
を
発
売

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東

　
東
日
本
高
速
道
路
会
社

歉
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
歐
は

こ
の
ほ
ど
欷
首
都
圏
か
ら
出

発
し
欷
長
野
県
の
東
信
・
北

信
の
高
速
道
が
定
額
で
乗
り

降
り
自
由
と
な
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ド

ラ
イ
ブ
割
引
歉
ド
ラ
割
歐

欹
長
野
道
・
上
信
越
道
お
か

げ
さ
ま
で
炳
周
年
記
念
パ

ス
飮
を
発
売
し
た
盜

　
長
野
道
・
上
信
越
道
の
安

曇
野
イ
ン
タ
欟
チ
櫪
ン
ジ

歉
Ｉ
Ｃ
歐
か
ら
須
坂
長
野
東

Ｉ
Ｃ
ま
で
欷
お
よ
び
上
信
越

道
の
藤
岡
Ｉ
Ｃ
か
ら
佐
久
Ｉ

Ｃ
ま
で
は
開
通
し
て
か
ら
今

年
で
炳
周
年
を
迎
え
る
盜

欹
こ
の
割
引
は
炳
周
年
を
記

念
し
て
欷
長
野
県
と
連
携
し
欷

観
光
振
興
を
目
的
に
発
売
す

る
飮
と
同
社
盜

　
対
象
日
は
瀾
月
１
日
殳
灑

月
１
日
で
欷
Ｅ
Ｔ
Ｃ
限
定
車

に
適
用
す
る
盜
販
売
価
格
は

普
通
車
６
５
０
０
円
欷
軽
自

動
車
５
２
０
０
円
盜
同
社
ホ

欟
ム
ペ
欟
ジ
欹
ド
ラ
ぷ
ら
飮

で
申
し
込
む
盜

　
長
野
県
内
灑
の
温
泉
施
設

が
１
人
無
料
で
入
浴
で
き
た

り
欷
協
賛
施
設
で
割
引
な
ど

が
受
け
ら
れ
る
欹
信
州
物
味

湯
山
手
形
飮
な
ど
が
も
ら
え

る
特
典
を
付
け
た
盜

　
缶
移
転

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
中

国
四
国
は
本
社
を
移
転
欷
８

月
焉
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

た
盜
新
住
所
は
〒
７
３
０
¥

０
０
３
２
　
広
島
市
中
区
立

町
１
の
烝
有
信
ビ
ル
８
階
盜

甘
０
８
２
歉
２
２
１
歐
８
１

９
１
欷
０
８
２
歉
２
２
１
歐

７
２
６
７歉
営
業
管
理
部
歐盜

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
こ
の
ほ

ど
欷
爛
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
層

を
対
象
に
欹
ノ
リ
ノ
リ
き
檸

ぷ
飮
を
発
売
し
た
‖
写
真
は

チ
ラ
シ
盜
ノ
リ
ノ
リ
き
檸
ぷ

は
今
春
発
売
さ
れ
た
盜
Ｊ
Ｒ

西
日
本
全
線
欷
智
頭
急
行
線

全
線
欷
宮
島
フ
櫪
リ
欟
が
平

日
中
心
に
利
用
で
き
る
乗
り

放
題
の
き
檸
ぷ
だ
檸
た
が
欷

今
回
内
容
を
拡
充
欷
発
売
す

る
こ
と
に
し
た
盜

　
設
定
期
間
中
の
土
曜
日
欷

休
日
を
含
む
全
て
の
曜
日
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
欷
利

用
期
間
を
３
日
間
に
延
長
し

た
盜
こ
れ
に
よ
り
欷
西
日
本

エ
リ
ア
を
よ
り
広
く
欷
ゆ
檸

く
り
と
巡
れ
る
よ
う
に
な
檸

た
盜

　
特
急
の
普
通
車
指
定
席
欷

グ
リ
欟
ン
車
は
４
回
ま
で
利

用
で
き
る
歉
み
ず
ほ
欷
さ
く

ら
は
除
く
歐
盜
爛
歳
以
上
の

大
人
を
含
む
２
人
か
ら
利
用

で
き
欷
Ｊ
Ｒ
グ
ル
欟
プ
の
ジ

パ
ン
グ
倶
楽
部
会
員
は
１
人

か
ら
で
も
利
用
で
き
る
盜
利

用
期
間
は
９
月
炙
日
か
ら
灑

月
炒
日
の
連
続
す
る
３
日

間
盜

　
料
金
は
欷
普
通
車
用
が
大

人
一
人
１
万
８
千
円
欷
ジ
パ

ン
グ
倶
楽
部
会
員
１
万
５
千

円
盜
グ
リ
欟
ン
車
用
は
２
万

２
千
円
欷
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

会
員
１
万
９
千
円
盜

　
Ｈ
Ｉ
Ｓ
は
こ
の
ほ
ど
欷
シ

ニ
ア
層
の
ク
ル
欟
ズ
旅
行
に

関
す
る
意
識
調
査
を
実
施

し
欷
結
果
を
公
表
し
た
盜
過

半
数
の
人
が
欹
行
檸
て
み
た

い
飮
と
回
答
す
る
一
方
欷
予

算
は
欹
炳
万
円
未
満
飮
と
す

る
人
が
半
数
を
超
え
る
な
ど

欹
興
味
は
あ
る
が
低
予
算

で
飮
と
い
う
人
が
多
い
こ
と

が
分
か
檸
た
盜

　
か
つ
て
は
高
級
な
イ
メ
欟

ジ
が
持
た
れ
て
い
た
ク
ル
欟

ズ
旅
行
盜
実
際
に
旅
行
し
た

こ
と
が
あ
る
人
は
３
割
以
下

に
と
ど
ま
檸
た
盜

　
し
か
し
欹
ク
ル
欟
ズ
旅
行

に
行
檸
て
み
た
い
か
飮
と
い

う
問
い
に欹
行
檸
て
み
た
い
飮

と
答
え
た
人
の
割
合
を
年
収

別
に
ま
と
め
た
結
果
欷
２
０

０
万
円
未
満
欷
２
０
０
万
殳

３
０
０
万
円
未
満
欷
３
０
０

万
殳
５
０
０
万
円
未
満
欷
５

０
０
万
殳
１
千
万
円
未
満
欷

１
千
万
円
以
上
の
グ
ル
欟
プ

全
て
で
半
数
を
超
え
た
盜
予

算
は
欹
炳
万
円
未
満
飮
が
５

割
を
超
え
た
盜

　
欹
誰
と
一
緒
に
行
き
た
い

か
飮
と
の
問
い
に
対
し
て
は
欷

約
犂
％
が
配
偶
者
欷
約
烝
％

が
子
ど
も
と
答
え
欷
家
族
と

一
緒
を
希
望
す
る
人
が
多
か

檸
た
盜

　
楽
し
み
た
い
こ
と
に
つ
い

て
は
欹
美
し
い
景
色
飮
と
答

え
た
人
が
約
牋
％
で
欷
豪
華

な
客
室
や
充
実
し
た
船
内
施

設
欷
食
事
な
ど
を
抑
え
て
１

位
に
な
檸
た
盜

　
同
予
算
な
ら
船
と
飛
行
機

の
ど
ち
ら
の
旅
行
に
す
る
か

聞
い
た
と
こ
ろ
欷
７
割
近
く

の
人
が
船
を
選
択
し
た
盜
移

動
中
の
ん
び
り
で
き
欷
非
日

常
的
な
体
験
が
で
き
る
こ
と

が
高
評
価
に
つ
な
が
檸
た
盜

　
こ
の
調
査
は
同
社
の
ウ
櫪

ブ
マ
ガ
ジ
ン
欹
大
人
の
趣
味

旅
Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｅ歉htt

p://w
w

w
.his-j.com

/tyo/
senior/syum

itabi/

歐
飮

が
調
べ
た
も
の
で
欷
ウ
櫪
ブ

ア
ン
ケ
欟
ト
の
形
式
で
燎
殳

牀
歳
の
男
女
２
０
０
人
ず
つ

を
対
象
と
し
て
７
月
に
実
施

し
た
盜

　
全
国
旅
行
業
協
会
歉
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
歐
の
事
業
受
託
会
社
欷

全
旅
歉
池
田
孝
昭
社
長
歐
は

９
月
か
ら
欷
は
と
バ
ス
と
提

携
し
欷
欹
全
旅
ラ
蘖
ピ
ン
グ

バ
ス
飮
の
運
行
を
始
め
た
盜

全
旅
ク
欟
ポ
ン
会
員
の
利
便

性
向
上
と
全
旅
の
Ｐ
Ｒ
を
目

的
と
し
た
も
の
で
欷
東
京
観

光
ツ
ア
欟
な
ど
を
催
行
す
る

会
員
に
利
用
し
て
も
ら
う
盜

　
お
披
露
目
式
を
１
日
欷
東

京
都
港
区
の
日
の
出
桟
橋
で

開
催
し
た
盜
全
旅
ラ
蘖
ピ
ン

グ
バ
ス
は
は
と
バ
ス
カ
ラ
欟

の
黄
色
を
基
調
と
し
欷
側
面

に
青
色
で
大
き
く
欹
全
旅
ツ

ア
欟
飮
欹
地
旅
飮
の
文
字
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
盜

　
池
田
社
長
は
欹
ラ
蘖
ピ
ン

グ
バ
ス
を
利
用
し
て
全
旅
や

地
旅
の
知
名
度
欷
信
用
度
を

高
め
て
い
き
た
い
飮
と
あ
い

さ
つ
盜
来
賓
の
二
階
俊
博
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ａ
会
長
は
欹
た
い
へ
ん

い
い
企
画
だ
盜
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会

員
が
バ
ス
を
借
り
切
檸
て
ツ

ア
欟
を
組
ん
で
い
き
た
い
飮

と
協
力
姿
勢
を
示
し
た
盜

　
ラ
蘖
ピ
ン
グ
バ
ス
は
全
旅

が
は
と
バ
ス
か
ら
１
年
間
買

い
上
げ
た
盜
瀲
月
ま
で
の
３

カ
月
間
の
貸
し
出
し
状
況
は

す
で
に
３
分
の
２
程
度
が
予

約
で
埋
ま
檸
て
お
り
欷
利
用

状
況
は
上
々
だ
盜

　
全
国
の
ク
欟
ポ
ン
会
員
に

東
京
観
光
の
ツ
ア
欟
で
活
用

し
て
も
ら
う
ほ
か
欷
空
い
て

い
る
日
に
は
東
京
発
の
着
地

型
旅
行
商
品
欹
地
旅
飮
を
企

画
し
て
い
く
予
定
だ
盜

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
欟
プ
は
８
月
煥

日
欷
瀾
殳
灑
月
に
実
施
す
る

大
型
観
光
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン

欹
秋
田
デ
ス
テ
檪
ネ
欟
シ
欖

ン
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン歉
Ｄ
Ｃ
歐飮

の
概
要
を
発
表
し
た
盜
自
然
欷

食
欷
温
泉
な
ど
を
テ
欟
マ
に
欷

欹
各
エ
リ
ア
の
秀
逸
な
素
材

を
生
か
し
た
旅
を
提
案
す

る
飮
と
し
て
い
る
盜

　
Ｄ
Ｃ
の
対
象
エ
リ
ア
は
秋

田
県
全
域
と
青
森
県
弘
前

市
欷
深
浦
町
欷
鰺
ケ
沢
町
欷

岩
手
県
雫
石
町
盜

　
東
北
ゆ
か
り
の
蒸
気
機
関

車
Ｃ
爨
で
運
転
す
る
Ｓ
Ｌ
秋

田
こ
ま
ち
号
を
瀾
月
灑
殳
炙

日
欷
秋
田
¥
横
手
間
で
走
ら

せ
る
ほ
か
欷
欹
全
国
ま
る
ご

と
う
ど
ん
エ
キ
ス
ポ
２
０
１

３
ｉ
ｎ
秋
田
・
湯
沢
飮
開
催

時
に
運
転
す
る
う
ど
ん
エ
キ

ス
ポ
号
な
ど
欷
地
域
イ
ベ
ン

ト
や
紅
葉
に
合
わ
せ
て
各
地

で
臨
時
列
車
を
運
転
す
る
盜

　
２
次
交
通
に
つ
い
て
は
欷

び
檬
う
ば
す
や
こ
ま
ち
蔵
し

檸
く
号
欷
男
鹿
半
島
定
期
観

光
バ
ス
な
ど
の
周
遊
型
バ
ス

を
設
定
し
欷
効
率
よ
く
秋
田

の
観
光
ス
ポ
蘖
ト
を
回
れ
る

よ
う
に
す
る
盜

　
ま
た
欷
期
間
中
に
フ
リ
欟

エ
リ
ア
内
の
Ｊ
Ｒ
線
と
秋
田

内
陸
縦
貫
鉄
道
線
欷
由
利
高

原
鉄
道
欷
弘
南
鉄
道
の
普
通
欷

快
速
列
車
が
自
由
に
乗
り
降

り
で
き
る
欹
秋
田
・
津
軽
由

遊
パ
ス
飮
歉
大
人
で
４
６
０

０
円
歐
と
欹
秋
田
わ
く
わ
く

パ
ス
飮
歉
同
３
千
円
歐
の
二

つ
の
割
引
き
檸
ぷ
を
設
定
盜

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
９
月
焜
日

の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
秋
田
新
幹

線
に
欹
ス
欟
パ
欟
こ
ま
ち
飮

を
３
往
復
増
や
す
計
画
で
欷

Ｄ
Ｃ
成
功
へ
弾
み
が
つ
き
そ

う
だ
盜

　
鉄
道
旅
客
協
会
が
８
月
煥

日
に
発
表
し
た
欷
主
要
旅
行

業
灑
社
の
７
月

の
旅
行
販
売
取

扱
額
は
前
年
同

月
比
０
・
８
％

減
の
２
８
４
４

億
３
４
０
１
万

円
だ
檸
た
盜

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
４
・

４
％
増
の
１
７
３
９
億
８
３

１
９
万
円
欷
海
外
旅
行
が
８

・
５
％
減
の
１
０
３
４
億
５

６
３
８
万
円
欷
外
国
人
旅
行

が
７
・
７
％
増
の
燬
億
４
３

５
２
万
円
盜

　
総
取
扱
額
が
前
年
同
月
を

上
回
檸
た
事
業
者
は
ジ
櫪
イ

テ
檪
欟
ビ
欟
欷
日
本
旅
行
欷

農
協
観
光
の
３
社
盜
国
内
旅

行
は
ジ
櫪
イ
テ
檪
欟
ビ
欟
欷

日
本
旅
行
欷
Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥
Ｃ
Ｔ

ホ
欟
ル
デ
檪
ン
グ
ス
欷
京
王

観
光
欷
農
協
観
光
欷
阪
急
交

通
社
の
６
社
だ
檸
た
盜

　
２
０
１
１
年
の
同
月
比

は
欷
総
取
扱
額
が
０
・
８
％

減
だ
檸
た
盜
内
訳
は
国
内
旅

行
が
４
・
０
％
増
欷
海
外
旅

行
が
８
・
２
％
減
欷
外
国
人

旅
行
が
５
・
０
％
増
だ
檸
た
盜

　
４
月
か
ら
の
累
計
総
額

は
欷
前
年
同
期
比
１
・
５
％

減
の
１
兆
６
０
６
億
５
５
５

８
万
円
盜
前
年
同
期
を
上
回

檸
た
の
は
欷
ジ
櫪
イ
テ
檪
欟

ビ
欟
欷
日
本
旅
行
の
２
社
盜

　
分
野
別
で
は
国
内
旅
行
が

２
・
９
％
増
の
６
４
７
７
億

９
４
４
８
万
円
欷
海
外
旅
行

が
９
・
５
％
減
の
３
８
０
２

億
４
８
６
４
万
円
欷
外
国
人

旅
行
が
熈
・
８

％
増
の
２
５
７

億
７
１
９
６
万

円
盜
国
内
旅
行

の
累
計
が
前
年

同
期
を
上
回
檸

た
の
は
欷
ジ
櫪
イ
テ
檪
欟
ビ

欟
欷
日
本
旅
行
欷
Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥

Ｃ
Ｔ
ホ
欟
ル
デ
檪
ン
グ
ス
欷

名
鉄
観
光
サ
欟
ビ
ス
欷
京
王

観
光
欷
読
売
旅
行
欷
阪
急
交

通
社
の
７
社
盜


